
羊毛による重クロム酸鹽の收着に就て
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Shozo BITO:-On the absorption of bichromates by wool.
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温脚q・揮醸藩頒如ム酸贋艇の瀞液中に羊毛・瓦搬じ嚇rl日嘱過に偶・ク

ロムの収着：量を試験してi次表の如き結果を得た。時間ミ放着燈Sの闘係はa＝Ktn叉は・

x罵K＋吻哩の賜式閾して｛舗足髄用されぬけれ銚、歳司（t・なる式を灘

よく浦足する。愛にsは飽和収着騒bxはt博間後に於ける牧薪歴を示し・k及び11は恢数で

ある。

1・g毒及び1・9協座勲求むるに交鮒る二直線を描、醐k及び・・に異れる数値都

れば上式は甚だよく満足する。亭均法によつてk及び11を求めて婚た計弊値ε實測値ミは譲ナご

よく符合するこεを示す。

　羊毛を構成するKeratinは鷺一なる螢白でなく、MeduUa言Cortex訓ま異つた構叢ε組

成Sを持つこミは一般に認められる腱であり、重クロム酸購類の牧着遽慶の上に2つの階梯を

見るは其の間に存在する何等かの關係を示唆するものε云へよう。
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　　　　　　　　　　lV．牧着量と氷素イオン濃慶との關係　　　　　　　　　　　1

　牧着搬ざ水索イオン濃度εの醐係を試験せんが矯・緩衡液を以てPH値を調節せるPH　1・2

よりPH・・に瓦る・・総の銑K・C・…轍5・・碗を鞠し・これ1・粍・瓦搬じ25

。Cにて21時闘漫漬したる後Crの牧蕾量を測定した。其の結果は次表の如く璽クロム鞭の牧着

量は水素イオン濃度高きに從ひ著しく」曾加するこεを認めた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

（1）羊毛に依る鰻クロム酸贈溶液の牧着はFreundlichの吸霧等温式に從ふ。

（2）羊毛に依り重クロム酸鰹類溶液の収着せられる揚合は次の不等式が成立するa

　　　　　　　　　　　1旺4Cr207＞K2　Cr207＞Na2　C1・207

（3）尊毛に依る重夘ム醗1轍液の牧曽搬はA－＝k七・なる式を以て灘すこε洲瞭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H－x
　る。担しsは飽和収着蚤、xはtll考糊に於ける牧着燈、　lc及びユ1は慨撒である。

（4）牧普澱ε淵度Sの間にはX＝ktnなる關係が成立するQ砲しXは牧曽：壁・むは漏度・

　k及びnは恒数である。

（5）　重クロム酸鞭溶液の収諮1よ酸性側に於て火である、、

（於慧綜試鹸揚）

（1妥i簡1　1昭不ll14列三2刃　1　日）


